

















































































































































以言は初め「白駒影」を「駒過影」 、 「紅葉声」を「落葉声」としていた。しかし、六条宮に「白」の字を用い のが











































に留まっている。その「詩境」には「文峰 や「詞海」といった文章にまつわる景色が広がっている。文峰や詞海のような現実ではな 仮想の世界において、秋は擬人化され、九月尽日を惜しむために「詩境」に留まっているのである。このような仮想空間を描く「詩境」は匡房の 詩境記」の発想とよく似ている。　
しかし、 「詩境」は匡房以前 作にも見える語で、後藤氏も匡房に先行する「詩境」の語の使用例として『江談抄』







この惜春の いを詠んだ詩は『和漢朗詠集』三月尽 部に採られてい 。道真の「送春」詩は、 「酔郷記」の「酔郷」



























































































に蝉の声も止んでいる。閑中で詩を作りたくなるような境地に至った 、それは深遠な幽の境地であり表現できない露の珠はおのずと傾き、風に揺れる竹の玉のような音も響いている 誰と一緒にここに宿り、秋 な ばかりの月を
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陽）に、詩人である白居易が来ることが「詩境」を成立させてい 。 「詩境」とは「自得」するもの、自らの気持によって手 入れるものである。主観的にみるとこの「詩境」は自分の気持ちを表した言葉である。しかし、美しい景色や詞を作るのにふさわし 環境といった自分の周囲の状況によって「詩境」は生じ い 。つまり、詩人とそ 詩人に詩を作りたくなる気持ちを起こさせ 環境が揃うことで「詩境」が生まれる である。　
今までの表現と同じ詩を作りたくなる気持ちを表すのに以言も「詩境」を用いている。
　　








万歳之佳期。遂発詩境之中懐。以為政途之先導。魚虫草木之興。普択天下之風情。下誠上達之謀。尽察人間之露胆。 （後略）雍州の上腴、洛城の南面に一の勝境有り。蓋し乃ち左相府の別業なり。 （中略）時に九月更に一月を閏し、一月も亦た二旬を過ぎたり。仍りて一日の歓会を命じ、以て万歳の佳期を契る。遂に詩境の中懐を発し、以て政途の先導と為す。魚虫草木の興、普く天下の風情を択び、下誠上達の謀、尽く人間の露胆を察す。 （後略）
　
寛弘元（一〇〇四）年閏九月に藤原道長の宇治の別荘で行われた詩会において、以言は道長の別荘の景色を讃え、そ




















































伊周の詩の「文路」 「詞江」の語は、以言の「秋未出詩境」詩の「文峰」 「詞海」に近似している。 「秋未出詩境」詩
は以言と紀斉名が詠んだもので、斉名は長保元（九九九）年に没しており、 「秋未出詩境」詩が先行する。それにより伊周の「文路」や「詞江」の語は以言の詩を利用 た可能性がある。似た例は他に『本朝文粋』大江匡衡「初冬於都督大王書斎同賦唯以詩為友応教 〔二六八〕にある。この詩では「文林」 「詞江」の対があり、 「遊 境四十年、学鹿未自矣」と「詩境」の語も見える。これも長保元年 作であり、やはり「秋未出詩境」詩が先行する。以言の「秋未出詩境」詩については後述するが、ここでの「詩境」は「文場」つまり詩作の場として用いられてい といえる。（三）仮想空間としての「詩境」　仮想空間としての「詩境」は以言の「秋未出詩境」詩や匡房の 詩境記」がある。






































































































































居易の「酔郷」は「酔郷記」の語を利用して、酒に酔うことを表現しており、 「酔郷」が仮想空間であることは問題にしていないのである。以言の「秋未出詩境」や匡房の「詩境記」のような仮想空間の「詩境」を描いた作品 それ以前の作品にはみられず、以言の「秋未出詩境」 がはじまりだと考えられ 。　「詩境」の語は「酔郷記」の「酔郷」に由来している。そして、その詩には「酔郷」の対として「詩境」が用いられている。白居易以前に「詩境」と「酔郷 語を同じ作品で使用した例は管見に入らなかった。しかし、道真が利用した王績の「酔郷記」も日本でよく知られ、白詩も平安朝の詩人たちに愛好された。その白詩の「詩境」の語が「酔郷」を連想する契機となり得たのではないだろうか。そう考えると「 境」の語は 郷 利用した白居易 詩に依るものであると考えられる。　しかし、以言は「秋未出詩境」詩で、詩題の「詩境」を仮想空間と仮定し、擬人化した秋が留まる様子を描いた。詩























































































































な仮想空間を詠んでいるわけではない。白居易は「酔郷」と「詩境」 、 「酔郷」と「 国」のように詩と酒を分けて詠んでいるのである。しかし、道真は酒を詠んだ詩ではなく、詩人の元に春 留まると仮想した詩に 「酔郷記」を利用している。　

































































八・平安文学研究会・昭和四十七年六月）である。 ） 、田中新一「大江以言についての覚書―「江談抄」の資料的価値―」 （ 『国語国文学』第四十九集、平成三年三月） 。
（
（）　












このことは小野泰央「 『朗詠』 「三月尽」所収「留春不用関城固」について―橘在列小論」 （ 『中央大学国文』第三十九






























































（（）　『本朝文粋』 「暮春陪上州大王池亭同賦度水落花来各分一字応教」 〔三〇七〕 。
（















（（）　『全唐詩』巻五百三十。 （ 『全唐詩』第十六冊・中華書局。一九六〇年） 。
（
（（）　
平岡武夫「三月盡―白詩歳時記―」 （ 『研究紀要』第十八号、日本大学人文科学研究所、昭和五十一年三月） 、小島憲










太田郁子「 『和漢朗詠集』の「三月尽」 ・ 「九月尽」 」 （ 『国文学
　
言語と文芸』九一号、昭和五十六年三月）
（
（（）　
新編日本古典文学全集『和漢朗詠集』 〔五四〕注参照。
（
（（）　
注（
（）の新間論文参照。
大江以言の「詩境」（（
